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事務局からの依頼事項

データ利活用の実績は？

次期ケーブル式海底地震・津波観測システムへの要望、期待す
ることは？

次期ケーブル式海底地震・津波観測システムの観測データによ
って見込まれる成果は？
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地震活動変化と水圧変化（地殻変動）の同期

水圧変化を使った津波即時予測システム開発・実装

4/1地震時・地震後の地殻活動

データ利活用の実績
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DOENT1観測点（Bノード）周辺で見られた地震活動
度と水圧変動（地殻変動）の同期的変化 (Suzuki et al., 2016)

地震活動変化と水圧変化（地殻変動）の同期
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＊入力波高に対する津波増幅率を事前
にシミュレーションで計算しておき、
リアルタイムデータに従って1秒毎に
津波高・到達時刻・浸水マップを更新

表示時間は100倍の速さにしている

1944東南海地震（Baba et al., 2005）の震源モデルを入れたケース
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水圧変化を使った津波即時予測システム開発・実装



孔内で伸張歪

三重県南東沖地震 熊本地震

C0002孔内（震源よりも海側のノード）での間隙水圧変化
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C0002G

4/1 三重県南東沖地震震源域

傾斜計
地震計
歪計

温度計アレイ

間隙水圧

海底下深度

約900
-920m

980m

海底ケーブル
でデータ収集

・2016年4月の低周波微動活動と緩やかな間隙水圧変化
・4/1地震時＆余効すべりで圧縮、4/3低周波微動後に伸張

(Araki et al., in prep.)

4/1地震時・地震後の地殻活動（含孔内データ）

4/1

DONET水圧計で変化が見える
のは震源真上のノードのみ



固着状態変化やゆっくりすべりの時空間変化が捉えられる空間
解像度・時間分解能があること

強震動で非線形性をできるだけおさえて波形取得できること

新たな観測技術を後から追加できること（レーザー測距等）

次期ケーブル式海底地震・津波観測システムへの要望、
期待すること
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1968年日向灘地震
（M7.5）震源域の
周辺
๏ スロースリップ

と深部低周波微
動の同期

๏ 震源域を挟んで
深部低周波微動
と浅部VLFが同期
→なぜ固着域を

挟んで同期？

地殻変動を捉える
ことで固着状態の
変化を明らかに

(Yokota et al., 2016)

固着状態変化やゆっくりすべりの時空間変化が捉えられる空間
解像度・時間分解能があること

SSEの
繰り返し
矢来他
(2010)

微動の移動
30km/dayから
100-200km/day

Yamashita et al.(2015)

1662年日向灘地震（M73/4）震源域周辺
๏ スロースリップ（SSE）の発生・微動の移動
→固着のはがれの進行の可能性

大地震前に震源域の固着がはがれ、SSEや微動の
移動が活発化（Ariyoshi et al., 2014）
→日向灘地震や南海地震の切迫性

Hirose et al.(2010)1662(M73/4)

1968(M7.5)

同期？
？？
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強震動で非線形性をできるだけおさえて波形取得できること
＆新たな観測技術を後から追加できること（レーザー測距等）

2016/4/1 三重県南東沖地震での孔内計測と海底計測の比較

孔
内

海
底

傾斜計
地震計
歪計

温度計アレイ

間隙水圧

海底下深度

約900
-920m

980m

海底ケーブル
でデータ収集

・掘削孔観測点との接続
・レーザー測距など新技術
の導入を可能にする

拡張機能を持った分岐装置

孔内と海底で
振幅が一桁
以上異なる

（海底地盤の
非線形応答
の影響大）

数百mの距離を
1mm以下の精度
で測定の可能性

海底レーザー測距のイメージ
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浅部VLFと深部微動との連動の原因が明らかになる

足摺沖〜日向灘での固着・すべりのモニタ＆推移予測
南海地震震源域、1968年や1662年の日向灘地震震源域の固着状態変化
や周囲のゆっくりすべりの時空間変化、そこで生じる地震時のすべり分布
や地震後の余効すべりの変動がモニタ＆推移予測できる

次期ケーブル式海底地震・津波観測システムの観測データに
よって見込まれる成果
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1968年日向灘地震
（M7.5）震源域の
周辺
๏ スロースリップ

と深部低周波微
動の同期

๏ 震源域を挟んで
深部低周波微動
と浅部VLFが同期
→なぜ固着域を

挟んで同期？

地殻変動を捉える
ことで固着状態の
変化を明らかに

浅部VLFと深部微動との連動の原因が明らかになる

Hirose et al.(2010)

1968(M7.5)

・繰り返し発生する豊後水道SSEとそれに同期する深部低周波微動
・その発生と浅部超低周波地震（VLF）との同期のタイミングで、その間の領域でどのような
地殻変動が生じているかを、真上でのリアルタイム連続観測で明らかにする
→さらにその固着・すべり状態の変化と南海地震震源域（トラフ軸付近まで含めて）の固着
状態の変化との対応が明らかになる

？
？？

同期
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足摺沖〜日向灘での固着・すべりのモニタ＆現状評価

Hyodo et al.
(in prep.)

南海地震震源域、1968年や1662年の日向灘地震震源域の固着状態変化や周囲のゆっくりすべりの
時空間変化、そこで生じる地震時のすべり分布や地震後の余効すべりの変動のモニタ＆現状評価

日向灘地震発生から南海地震誘発までに
海底地殻変動モニタリングで期待される変動
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SSEの
繰り返し
矢来他
(2010)

微動の移動
30km/dayから
100-200km/day

Yamashita et al.(2015)

1662(M73/4)

Yamashita et al.(2012)

相似地震解析

1968

1662

1996
１６６２年震源域周辺の
固着・すべり状態の変化
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